
○
建
設
委
員
会

内
閣
提
出
法
律
案
（
九
件
）

番
号

件
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名

先議院

提
　
出

月
　
日

参
　
　
　
議
　
　
　
院

衆
　
　
　
議
　
　
　
院

備
　
　
　
　
考

委
員
会

付
　
　
託

委
員
会

議
　
　
決

本
会
議

議
　
　
決

委
員
会

付
　
　
託

委
員
会

議
　
　
決

本
会
議

議
　
　
決

 
1
1 

住
宅
金
融
公
庫
法
及
び
北
海
道
防
寒
住
宅
建
設
等
促

進
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

衆

六
二
、
二
、
六

六
二
、
二
、
六

　
　
（
予
）

六
二
、
三
、
二
六

可
　
　
決

　
六
二
、
三
、
二
七

　

可
　
　
決　

六
二
、
二
、
六

六
二
、
三
、
二
四

可
　
　
決

　
六
二
、
三
、
二
五

可
　
　
決

1
７
 

水
源
地
域
対
策
特
別
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
等

の
法
律
案

"

二
、
一
二　
　

二
、
二
三

（
予
）

　
　
三
、
二
六

可
　
　
決

　
　
三
、
二
七

可
　
　
決

二
、
一
二

　
　
三
、
二
四

可
　
　
決

　
　
三
、
二
五

可
　
　
決

2
8　

砂
防
法
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
案　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

"　
　
　
　
　
　
　
　

二
、
一
二

二
、
二
三

（
予
）

　
　
三
、
二
六

可
　
　
決

　
　
三
、
二
七

可
　
　
決

二
、
一
三
　
　
三
、
二
四

可
　
　
決

　
　
三
、
二
五

可
　
　
決

2
9 
 
治
山
治
水
緊
急
措
置
法
及
び
河
川
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
案

"

二
、
一
二

二
、
二
三

（
予
）

　
　
五
、
二
二

可
　
　
決

　
　
五
、
二
五

可
　
　
決

二
、
一
二
　
　
五
、
一
五

修
　
　
正

　
　
五
、
二
〇

修
　
　
正

 
4
4 

民
間
都
市
開
発
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
案

"

二
、
一
六

五
、
一
九

（
予
）

　
　
五
、
二
二

可
　
　
決

　
　
五
、
二
五

可
　
　
決

五
、
一
三
　
　
五
、
一
五

可
　
　
決

　
　
五
、
二
〇

可
　
　
決

4
9

 
 

建
築
基
準
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

"

三
、
五

三
、
一
八

（
予
）

　
　
五
、
二
六

可
　
　
決

　
　
五
、
二
七

可
　
　
決

三
、
五

　
　
五
、
二
一

可
　
　
決

　
　
五
、
二
二

可
　
　
決

 5
8 

建
設
業
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

"

三
、
一
一

三
、
一
一

（
予
）

　
　
五
、
二
七

可
　
　
決

　
　
五
、
二
七

可
　
　
決

三
、
一
一

　
　
五
、
二
一

可
　
　
決

　
　
五
、
二
二

可
　
　
決



７７

国
土
利
用
計
画
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

衆

六
二
、
三
、
二
四

六
二
、
三
、
二
四

　
　
（
予
）

　
六
二
、
五
、
二
六

可
　
　
決

六
二
、
五
、
二
七

可
　
　
決

六
二
、
三
、
二
四

六
二
、
五
、
二
一

可
　
　
決

六
二
、
五
、
二
一

可
　
　
決

8
0

総
合
保
養
地
域
整
備
法
案

参

三
、
二
五

三
、
三
〇

　
　
五
、
一
四

可
　
　
決

　
　
五
、
二
〇

可
　
　
決

三
、
二
五

（
予
）

　
　
五
、
二
二

可
　
　
決

　
　
五
、
二
二

可
　
　
決

衆
議
院
議
員
提
出
法
律
案
（
三
件
）

番
号

件
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名

提
　
出
　
者

（
月
　
　
　
日
）

予
備
送

付
月
日

本
院
へ
提

出
月
日

参
　
　
　
議
　
　
　
院

衆
　
　
　
議
　
　
　
院

備
　
　
考

委
員
会

付
　
　
託

委
員
会

議
　
　
決

本
会
議

議
　
　
決

委
員
会

付
　
　
託

委
員
会

議
　
　
決

本
会
議

議
　
　
決

3

特
殊
土
じ
よ
う
地
帯
災
害
防
除
及
び
振

興
臨
時
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
案

建
設
委
員
長

　
（
六
二
、
三
、
二
四
）

六
二
、
三
、
二
四

六
二
、
三
、
二
五

六
二
、
三
、
二
四

　
　
（
予
）

六
二
、
三
、
二
六

可
　
　
決

六
二
、
三
、
二
七

可
　
　
決

六
二
、
三
、
二
五

可
　
　
決

４

国
際
観
光
文
化
都
市
の
整
備
の
た
め
の

財
政
上
の
措
置
等
に
関
す
る
法
律
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
案

建
設
委
員
長

　
　
　
（
三
、
二
四
）

三
、
二
四

三
、
二
五

三
、
二
四

（
予
）

　
　
三
、
二
六

可
　
　
決

　
　
三
、
二
七

可
　
　
決

　
　
三
、
二
五

可
　
　
決

　2
1　

関
西
文
化
学
術
研
究
都
市
建
設
促
進
法

案

建
設
委
員
長

　
　
　
（
五
、
二
二
）

五
、
二
二

五
、
二
二

五
、
二
二

（
予
）

　
　
五
、
二
六

可
　
　
決

　
　
五
、
二
七

可
　
　
決

　
　
五
、
二
二

可
　
　
決



住
宅
金
融
公
庫
法
及
び
北
海
道
防
寒
住
宅
建
設
等
促
進
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
案
（
閣
法
第
一
一
号
）

要
旨　

本
法
律
案
は
、
個
人
住
宅
貸
し
付
け
に
つ
い
て
、
耐
久
性
を
有
す

る
木
造
住
宅
等
及
び
二
世
帯
が
同
居
す
る
住
宅
等
の
償
還
期
間
を
延

長
す
る
と
と
も
に
、
内
需
の
拡
大
の
た
め
の
緊
急
か
つ
時
限
的
措
置

と
し
て
、
自
ら
居
住
す
る
た
め
住
宅
を
必
要
と
す
る
者
に
対
す
る
特

別
の
割
増
貸
付
制
度
を
延
長
す
る
等
の
措
置
を
講
じ
よ
う
と
す
る
も

の
で
あ
つ
て
、
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
、
個
人
住
宅
貸
し
付
け
に
係
る
耐
久
性
を
有
す
る
木
造
住
宅
等
の

　
償
還
期
間
を
二
十
五
年
以
内
か
ら
三
十
年
以
内
に
延
長
す
る
。

二
、
住
宅
改
良
資
金
貸
し
付
け
に
係
る
貸
付
金
に
つ
い
て
、
新
た
に

　
貸
付
後
十
一
年
日
以
後
の
利
率
を
設
定
す
る
。

三
、
災
害
復
興
住
宅
補
修
資
金
貸
し
付
け
の
償
還
期
間
を
十
年
以
内

　
か
ら
二
十
年
以
内
に
延
長
す
る
。

四
、
個
人
住
宅
貸
し
付
け
に
係
る
二
世
帯
が
同
居
す
る
住
宅
で
償
還

　
期
間
が
三
十
年
以
内
、
三
十
五
年
以
内
で
あ
る
も
の
の
償
還
期
間

　
を
、
そ
れ
ぞ
れ
四
十
年
以
内
、
五
十
年
以
内
に
延
長
す
る
。

五
、
特
別
割
増
貸
付
制
度
の
実
施
期
間
を
昭
和
六
十
四
年
三
月
三
十

一
日
で
延
長
す
る
。

委
員
長
報
告

　
た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
五
法
律
案
に
つ
き
ま
し
て
、
建
設

委
員
会
に
お
け
る
審
査
の
経
過
と
結
果
を
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
ず
、
住
宅
金
融
公
庫
法
及
び
北
海
道
防
寒
住
宅
建
設
等
促
進
法

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
は
、
耐
久
性
を
有
す
る
木
造
住
宅
及
び

二
世
帯
が
同
居
す
る
住
宅
等
に
係
る
貸
付
金
の
償
還
期
間
を
延
長
す

る
と
と
も
に
、
み
ず
か
ら
居
住
す
る
た
め
の
住
宅
を
必
要
と
す
る
者

に
対
す
る
特
別
割
増
貸
付
制
度
の
実
施
期
間
を
二
年
間
延
長
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
次
に
、
水
源
地
域
対
策
特
別
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法

律
案
は
、
水
源
地
域
整
備
計
画
及
び
離
島
振
興
計
画
に
基
づ
く
事
業

に
係
る
国
の
負
担
割
合
な
ど
の
昭
和
六
十
二
年
度
、
六
十
三
年
度
に

お
け
る
特
例
措
置
を
定
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
次
に
、
砂
防
法
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
案
は
、
河
川
、
砂

防
、
地
す
べ
り
対
策
及
び
道
路
に
関
す
る
事
業
の
一
部
に
つ
き
、
昭

和
六
十
二
年
度
、
六
十
三
年
度
に
お
け
る
国
の
負
担
割
合
等
の
特
例

措
置
を
定
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
以
上
三
案
を
一
括
し
て
議
題
と
し
、



質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
詳
細
は
会
議
録
で
御
承
知
願
い
ま

す
。

　
質
疑
を
終
了
し
、
ま
ず
住
宅
金
融
公
庫
法
及
び
北
海
道
防
寒
住
宅

建
設
等
促
進
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
つ
い
て
、
討
論
な
く
、

採
決
の
結
果
、
全
会
一
致
を
も
つ
て
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
本
法
律
案
に
対
し
、
大
森
理
事
か
ら
、
各
派
共
同
提
案
に

係
る
附
帯
決
議
案
が
提
出
さ
れ
、
全
会
一
致
を
も
つ
て
本
委
員
会
の

決
議
と
す
る
こ
と
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
次
に
、
水
源
地
域
対
策
特
別
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法

律
案
及
び
砂
防
法
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
案
の
討
論
に
入
り
、

日
本
社
会
党
・
護
憲
共
同
を
代
表
し
て
一
井
委
員
か
ら
反
対
、
自
由

民
主
党
を
代
表
し
て
井
上
理
事
か
ら
賛
成
、
日
本
共
産
党
を
代
表
し

て
上
田
委
員
か
ら
反
対
の
意
見
が
述
べ
ら
れ
、
順
次
採
決
の
結
果
、

両
法
律
案
は
、
い
ず
れ
も
多
数
を
も
つ
て
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
両
法
律
案
に
対
し
、
大
森
理
事
か
ら
、
自
由
民
主
党
、
日

本
社
会
党
・
護
憲
共
同
、
公
明
党
・
国
民
会
議
、
民
社
党
・
国
民
連

合
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
新
党
・
参
議
院
の
会
の
共
同
提
案
に
係
る
附
帯

決
議
案
が
提
出
さ
れ
、
多
数
を
も
つ
て
本
委
員
会
の
決
議
と
す
る
こ

と
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
次
に
、
特
殊
土
じ
よ
う
地
帯
災
害
防
除
及
び
振
興
臨
時
措
置
法
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
は
、
同
法
に
基
づ
く
対
策
事
業
を
引
き
続

き
実
施
す
る
た
め
、
同
法
の
有
効
期
限
を
五
年
間
延
長
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
次
に
、
国
際
観
光
文
化
都
市
の
整
備
の
た
め
の
財
政
上
の
措
置
等

に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
は
、
同
法
の
実
施
の
状

況
に
か
ん
が
み
、
同
法
の
有
効
期
限
を
十
年
間
延
長
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
両
案
を
一
括
し
て
議
題
と
し
、
質
疑

が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
詳
細
は
会
議
録
で
御
承
知
願
い
ま
す
。

　
質
疑
を
終
了
し
、
討
論
な
く
、
順
次
採
決
の
結
果
、
両
法
律
案
は
、

い
ず
れ
も
全
会
一
致
を
も
つ
て
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

定
い
た
し
ま
し
た
。

　
以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

水
源
地
域
対
策
特
別
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
案
（
閣
法

第
一
七
号
）

要
旨



　
本
法
律
案
は
、
最
近
の
財
政
状
況
等
に
か
ん
が
み
、
国
の
負
担
割

合
等
の
特
例
等
を
定
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
主
な
内
容

は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
、
水
源
地
域
対
策
特
別
措
置
法
の
一
部
改
正

　
　
水
源
地
域
整
備
計
画
に
基
づ
く
事
業
に
つ
い
て
、
砂
防
法
の
一

　
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
案
に
よ
る
昭
和
六
十
二
年
度
、
六
十
三

年
度
の
国
の
負
担
割
合
等
の
引
き
下
げ
措
置
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当

該
整
備
計
画
に
係
る
ダ
ム
等
の
指
定
年
度
に
お
け
る
国
の
負
担
割
合

等
を
適
用
す
る
。

二
、
離
島
振
興
法
の
一
部
改
正

　
　
離
島
振
興
計
画
に
基
づ
く
事
業
に
つ
い
て
、
離
島
振
興
法
別
表

　
に
よ
る
嵩
上
げ
対
象
事
業
の
う
ち
、
港
湾
、
漁
港
及
び
道
路
の
三

　
事
業
の
一
部
に
つ
い
て
、
昭
和
六
十
二
年
度
、
六
十
三
年
度
の
国

　
の
負
担
割
合
等
を
引
き
下
げ
る
。
な
お
、
離
島
の
特
殊
事
情
に
か

　
ん
が
み
、
引
き
下
げ
幅
の
調
整
を
行
う
。

三
、
地
方
公
共
団
体
に
対
す
る
財
政
金
融
上
の
措
置

　
　
本
法
律
に
よ
る
国
の
負
担
割
合
等
の
引
き
下
げ
措
置
の
対
象
と

　
な
る
地
方
公
共
団
体
に
対
し
、
事
業
の
執
行
及
び
財
政
運
営
に
支

　
障
を
生
ず
る
こ
と
の
な
い
よ
う
財
政
金
融
上
の
措
置
を
講
ず
る
。

委
員
長
報
告

　
　
一
五
六
ペ
ー
ジ
参
照

砂
防
法
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
案
（
閣
法
第
二
八
号
）

要
旨　

本
法
律
案
は
、
最
近
の
財
政
状
況
等
に
か
ん
が
み
、
国
の
負
担
割

合
等
の
特
例
等
を
定
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
主
な
内
容

は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
、
国
の
負
担
割
合
等
に
関
す
る
特
例
措
置

　
　
河
川
、
砂
防
、
地
す
べ
り
対
策
及
び
道
路
に
関
す
る
事
業
の
う

　
ち
、
昭
和
六
十
一
年
度
に
お
け
る
国
の
負
担
割
合
等
が
二
分
の
一

　
を
超
え
る
も
の
に
つ
い
て
、
昭
和
六
十
二
年
度
、
六
十
三
年
度
の

　
国
の
負
担
割
合
等
を
引
き
下
げ
る
。

二
、
地
方
公
共
団
体
に
対
す
る
財
政
金
融
上
の
措
置

　
　
本
法
律
に
よ
る
国
の
負
担
割
合
等
の
引
き
下
げ
措
置
の
対
象
と

　
な
る
地
方
公
共
団
体
に
対
し
、
事
業
の
執
行
及
び
財
政
運
営
に
支

　
障
を
生
ず
る
こ
と
の
な
い
よ
う
財
政
金
融
上
の
措
置
を
講
ず
る
。



委
員
長
報
告

　
　
一
五
六
ペ
ー
ジ
参
照

治
山
治
水
緊
急
措
置
法
及
び
河
川
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
閣

法
第
二
九
号
）

要
旨　

本
法
律
案
は
、
治
山
治
水
事
業
を
緊
急
か
つ
計
画
的
に
実
施
す

る
た
め
、
新
た
に
昭
和
六
十
二
年
度
を
初
年
度
と
す
る
治
山
事
業
五

カ
年
計
画
及
び
治
水
事
業
五
カ
年
計
画
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、
河

川
の
整
備
の
一
層
の
推
進
を
図
る
た
め
、
市
町
村
長
が
河
川
工
事
及

び
河
川
の
維
持
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
す
る
も
の
等
で
あ
り
、

そ
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
、
治
山
治
水
緊
急
措
置
法
の
一
部
改
正

（
一
）
　
農
林
水
産
大
臣
は
、
新
た
に
昭
和
六
十
二
年
度
を
初
年
度
と

　
　
す
る
治
山
事
業
五
カ
年
計
画
の
案
を
、
建
設
大
臣
は
、
新
た
に

　
　
昭
和
六
十
二
年
度
を
初
年
度
と
す
る
治
水
事
業
五
カ
年
計
画
の

　
　
案
を
そ
れ
ぞ
れ
作
成
し
、
閣
議
の
決
定
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら

　
　
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
二
）
　
再
度
災
害
を
防
止
す
る
た
め
土
砂
の
崩
壊
等
の
危
険
な
状
況

　
　
に
対
処
し
て
特
に
緊
急
に
施
行
す
べ
き
事
業
を
、
五
カ
年
計
画

　
　
の
対
象
で
あ
る
治
山
事
業
及
び
治
水
事
業
に
含
ま
れ
な
い
も
の

　
　
と
す
る
こ
と
。

二
、
河
川
法
の
一
部
改
正

　
（
一
）
　
市
町
村
長
は
、
指
定
区
間
内
の
一
級
河
川
及
び
二
級
河
川
に

　
　
つ
い
て
、
あ
ら
か
じ
め
、
河
川
管
理
者
と
協
議
し
て
一
定
の
河

　
　
川
工
事
及
び
河
川
の
維
持
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
、

　
　
こ
の
場
合
に
、
河
川
管
理
者
に
代
わ
つ
て
そ
の
権
限
を
行
う
も

　
　
の
と
す
る
こ
と
。

　
（
二
）
　
市
町
村
長
が
行
う
河
川
工
事
及
び
河
川
の
維
持
に
要
す
る
費

　
　
用
は
、
当
該
市
町
村
長
の
統
括
す
る
市
町
村
の
負
担
と
し
、
国

　
　
及
び
都
道
府
県
が
当
該
費
用
の
う
ち
改
良
工
事
に
要
す
る
費
用

　
　
の
一
部
を
負
担
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

　
な
お
、
衆
議
院
に
お
い
て
、
施
行
期
日
を
公
布
の
日
に
改
め
る
修

正
が
行
わ
れ
た
。

委
員
長
報
告

　
た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
二
法
律
案
に
つ
き
ま
し
て
、
建
設

委
員
会
に
お
け
る
審
査
の
経
過
と
結
果
を
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
ず
、
治
山
治
水
緊
急
措
置
法
及
び
河
川
法
の
一
部
を
改
正
す
る



法
律
案
は
、
治
山
治
水
事
業
を
緊
急
か
つ
計
画
的
に
実
施
す
る
た
め
、

新
た
に
昭
和
六
十
二
年
度
を
初
年
度
と
す
る
治
山
事
業
五
カ
年
計
画

及
び
治
水
事
業
五
カ
年
計
画
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、
河
川
の
整
備

の
一
層
の
推
進
を
図
る
た
め
、
指
定
区
間
内
の
一
級
河
川
及
び
二
級

河
川
に
つ
い
て
、
市
町
村
長
が
河
川
工
事
及
び
河
川
の
維
持
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
す
る
等
で
あ
り
ま
す
。

　
委
員
会
に
お
け
る
質
疑
の
詳
細
は
、
会
議
録
に
よ
り
御
承
知
願
い

ま
す
。

　
質
疑
を
終
了
し
、
討
論
も
な
く
、
採
決
の
結
果
、
本
法
律
案
は
、

全
会
一
致
を
も
つ
て
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し

ま
し
た
。

　
な
お
、
本
法
律
案
に
対
し
、
大
森
理
事
よ
り
各
派
共
同
提
案
に
係

る
附
帯
決
議
案
が
提
出
さ
れ
、
全
会
一
致
を
も
つ
て
本
委
員
会
の
決

議
と
す
る
こ
と
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
次
に
、
民
間
都
市
開
発
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
案
は
、
民

間
事
業
者
に
よ
つ
て
行
わ
れ
る
都
市
開
発
事
業
を
推
進
す
る
た
め
、

民
間
都
市
開
発
推
進
機
構
の
指
定
、
同
機
構
の
業
務
、
国
の
援
助
等

の
特
別
の
措
置
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
良
好
な
市
街
地
の
形
成
と

都
市
機
能
の
維
持
増
進
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
委
員
会
に
お
け
る
質
疑
の
詳
細
は
、
会
議
録
に
よ
り
御
承
知
願
い

ま
す
。

　
質
疑
を
終
了
し
、
討
論
に
入
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
日
本
共
産
党
を

代
表
し
て
上
田
委
員
よ
り
反
対
の
意
見
が
述
べ
ら
れ
、
採
決
の
結
果
、

本
法
律
案
は
、
多
数
を
も
つ
て
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

定
い
た
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
本
法
律
案
に
対
し
、
大
森
理
事
よ
り
五
会
派
共
同
提
案
に

係
る
附
帯
決
議
案
が
提
出
さ
れ
、
多
数
を
も
つ
て
本
委
員
会
の
決
議

と
す
る
こ
と
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

民
間
都
市
開
発
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
案
（
閣
法
第
四
四
号
）

要
旨　

本
法
律
案
は
、
民
間
事
業
者
に
よ
つ
て
行
わ
れ
る
都
市
開
発
事
業

を
推
進
す
る
た
め
、
民
間
都
市
開
発
推
進
機
構
の
指
定
、
国
の
援
助

等
の
特
別
の
措
置
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
良
好
な
市
街
地
の
形
成

と
都
市
機
能
の
維
持
増
進
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
、
そ
の
主
な
内

容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
、
建
設
大
臣
は
、
民
間
都
市
開
発
事
業
の
推
進
を
目
的
と
し
て
設

　
立
さ
れ
た
民
法
第
三
十
四
条
の
法
人
を
、
民
間
都
市
開
発
推
進
機



　
構
（
以
下
「
機
構
」
と
い
う
。
）
と
し
て
指
定
す
る
こ
と
と
す
る
。

二
、
機
構
は
、
公
共
施
設
の
整
備
を
伴
う
等
一
定
の
要
件
を
満
た
す

　
都
市
開
発
事
業
に
つ
い
て
、
そ
の
費
用
の
一
部
を
負
担
し
て
参
加

　
す
る
こ
と
、
当
該
事
業
に
要
す
る
費
用
に
充
て
る
た
め
の
長
期
か

　
つ
低
利
の
資
金
を
融
通
す
る
こ
と
、
必
要
な
資
金
を
あ
つ
せ
ん
す

　
る
こ
と
等
の
業
務
を
行
う
こ
と
と
す
る
。

三
、
機
構
は
、
長
期
か
つ
低
利
の
資
金
の
融
通
に
あ
た
つ
て
は
、
日

　
本
開
発
銀
行
等
と
協
定
を
締
結
す
る
こ
と
と
す
る
。

四
、
政
府
は
、
機
構
に
対
し
、
無
利
子
資
金
の
貸
し
付
け
及
び
債
務

　
保
証
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
す
る
。

委
員
長
報
告

一
五
九
ペ
ー
ジ
参
照

建
築
基
準
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
閣
法
第
四
九
号
）

要
旨

　
本
法
律
案
は
、
建
築
物
の
防
火
及
び
構
造
に
関
す
る
技
術
開
発
の

進
展
に
対
応
し
、
木
造
建
築
物
等
に
係
る
防
火
等
に
関
す
る
制
限
の

合
理
化
を
行
う
と
と
も
に
、
市
街
地
に
お
け
る
環
境
の
整
備
保
全
を

図
り
つ
つ
土
地
の
合
理
的
な
利
用
に
資
す
る
た
め
、
道
路
と
の
関
係

に
つ
い
て
の
建
築
物
の
容
積
及
び
高
さ
の
制
限
並
び
に
第
一
種
住
居

専
用
地
域
内
に
お
け
る
建
築
物
の
高
さ
の
制
限
の
合
理
化
を
行
う
等

の
措
置
を
講
じ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
主
な
内
容
は
次
の
と

お
り
で
あ
る
。

一
、
安
全
上
、
防
火
上
等
の
一
定
の
技
術
的
要
件
に
適
合
す
る
木
造

　
建
築
物
等
に
係
る
制
限
の
合
理
化

　
（
一
）
　
高
さ
十
三
メ
ー
ト
ル
ま
た
は
軒
の
高
さ
九
メ
ー
ト
ル
を
超
え

　
　
て
建
築
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

　
（
二
）
　
火
災
の
発
生
の
お
そ
れ
の
少
な
い
用
途
に
供
す
る
も
の
に
つ

　
　
い
て
は
、
防
火
壁
の
設
置
を
必
要
と
し
な
い
こ
と
。

　
（
三
）
　
準
防
火
地
域
に
お
い
て
三
階
建
て
の
も
の
を
建
築
す
る
こ
と

　
　
が
で
き
る
こ
と
。

二
、
建
築
物
の
容
積
及
び
高
さ
の
制
限
の
合
理
化

　
（
一
）
　
幅
員
の
小
さ
い
道
路
が
幅
員
の
大
き
い
道
路
に
接
続
す
る
場

　
　
合
及
び
壁
面
線
の
指
定
が
あ
る
場
合
に
つ
い
て
、
前
面
道
路
の

　
　
幅
員
に
よ
る
容
積
率
を
割
り
増
す
こ
と
。

　
（
二
）
　
第
一
種
住
居
専
用
地
域
内
に
お
け
る
建
築
物
の
高
さ
の
限
度

　
　
に
、
現
在
の
十
メ
ー
ト
ル
の
ほ
か
十
二
メ
ー
ト
ル
を
加
え
る
こ
と
。



（
三
）
　
道
路
斜
線
制
限
の
適
用
を
、
一
定
の
範
囲
内
に
限
定
す
る
と

　
と
も
に
、
道
路
か
ら
後
退
し
た
建
築
物
に
つ
い
て
は
緩
和
す
る

　
も
の
と
し
、
あ
わ
せ
て
隣
地
斜
線
制
限
に
つ
い
て
も
所
要
の
合

　
理
化
を
行
う
こ
と
。

（
四
）
　
総
合
的
設
計
に
よ
る
一
団
地
の
建
築
物
の
特
例
に
つ
い
て
、

　
建
て
か
え
等
に
関
す
る
手
続
を
整
備
す
る
こ
と
。

委
員
長
報
告

　
た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
四
法
律
案
に
つ
き
ま
し
て
、
建
設

委
員
会
に
お
け
る
審
査
の
経
過
と
結
果
を
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
ず
、
建
築
基
準
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
は
、
建
築
物
の

防
火
及
び
構
造
に
関
す
る
技
術
開
発
の
進
展
に
対
応
し
、
準
防
火
地

域
に
お
い
て
三
階
建
て
の
木
造
建
築
物
の
建
築
が
で
き
る
こ
と
と
す

る
等
、
木
造
建
築
物
等
に
係
る
防
火
等
に
関
す
る
制
限
の
合
理
化
を

行
う
と
と
も
に
、
市
街
地
に
お
け
る
環
境
の
整
備
保
全
を
図
り
つ
つ
、

土
地
の
合
理
的
な
利
用
に
資
す
る
た
め
、
道
路
と
の
関
係
に
つ
い
て

の
建
築
物
の
容
積
及
び
高
さ
の
制
限
並
び
に
第
一
種
住
居
専
用
地
域

内
に
お
け
る
建
築
物
の
高
さ
の
制
限
の
合
理
化
を
行
う
等
の
措
置
を

講
じ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
委
員
会
に
お
け
る
質
疑
の
詳
細
は
会
議
録
に
よ
つ
て
御
承
知
願
い

ま
す
。

　
質
疑
を
終
了
し
、
討
論
に
入
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
日
本
共
産
党
を

代
表
し
て
上
田
委
員
よ
り
反
対
の
意
見
が
述
べ
ら
れ
、
採
決
の
結
果
、

本
法
律
案
は
多
数
を
も
つ
て
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定

い
た
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
本
法
律
案
に
対
し
附
帯
決
議
案
が
提
出
さ
れ
、
多
数
を
も
つ

て
本
委
員
会
の
決
議
と
す
る
こ
と
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
次
に
、
国
土
利
用
計
画
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
は
、
最
近

に
お
け
る
地
価
の
高
騰
に
対
処
す
る
た
め
、
都
道
府
県
知
事
が
指
定

す
る
区
域
に
所
在
す
る
土
地
に
つ
い
て
、
権
利
の
移
転
等
の
届
け
出
を

要
す
る
面
積
の
限
度
を
引
き
下
げ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
す
る
等

の
措
置
を
講
じ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
委
員
会
に
お
け
る
質
疑
の
詳
細
は
会
議
録
に
よ
つ
て
御
承
知
願
い

ま
す
。

　
質
疑
を
終
了
し
、
日
本
共
産
党
を
代
表
し
て
上
田
委
員
よ
り
修
正

案
が
提
出
さ
れ
、
討
論
な
く
、
採
決
の
結
果
、
修
正
案
は
賛
成
少
数

を
も
つ
て
否
決
さ
れ
、
本
法
律
案
は
全
会
一
致
を
も
つ
て
原
案
ど
お

り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
本
法
律
案
に
対
し
附
帯
決
議
案
が
提
出
さ
れ
、
全
会
一
致

を
も
つ
て
本
委
員
会
の
決
議
と
す
る
こ
と
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。



　
次
に
、
関
西
文
化
学
術
研
究
都
市
建
設
促
進
法
案
は
、
衆
議
院
提

出
に
係
る
も
の
で
、
関
西
文
化
学
術
研
究
都
市
の
建
設
に
関
す
る
総

合
的
な
計
画
を
策
定
し
、
そ
の
実
施
を
促
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
文

化
、
学
術
及
び
研
究
の
中
心
と
な
る
べ
き
都
市
の
建
設
を
推
進
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
委
員
会
に
お
け
る
質
疑
の
詳
細
は
会
議
録
に
よ
つ
て
御
承
知
願
い

ま
す
。

　
質
疑
を
終
了
し
、
討
論
な
く
、
採
決
の
結
果
、
本
法
律
案
は
多
数

を
も
つ
て
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
次
に
、
建
設
業
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
は
、
建
設
業
に
お

け
る
施
工
技
術
水
準
の
高
度
化
、
経
営
体
質
の
改
善
等
に
資
す
る
た

め
、
特
定
建
設
業
の
許
可
基
準
の
改
正
、
監
理
技
術
者
制
度
の
整
備
、

技
術
検
定
に
係
る
指
定
試
験
機
関
制
度
の
導
入
、
経
営
事
項
審
査
制

度
の
整
備
等
を
行
お
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
委
員
会
に
お
け
る
質
疑
の
詳
細
は
会
議
録
に
よ
つ
て
御
承
知
願
い

ま
す
。

　
質
疑
を
終
了
し
、
討
論
に
入
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
日
本
共
産
党
を

代
表
し
て
上
田
委
員
よ
り
反
対
の
意
見
が
述
べ
ら
れ
、
採
決
の
結
果
、

本
法
律
案
は
多
数
を
も
つ
て
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定

い
た
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
本
法
律
案
に
対
し
附
帯
決
議
案
が
提
出
さ
れ
、
全
会
一
致

を
も
つ
て
本
委
員
会
の
決
議
と
す
る
こ
と
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

建
設
業
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
閣
法
第
五
八
号
）

要
旨　

本
法
律
案
は
、
建
設
業
に
お
け
る
施
工
技
術
水
準
の
高
度
化
、
経

営
体
質
の
改
善
等
に
資
す
る
た
め
、
特
定
建
設
業
の
許
可
基
準
の
改

正
、
監
理
技
術
者
制
度
の
整
備
、
技
術
検
定
に
係
る
指
定
試
験
機
関

の
導
入
、
経
営
審
査
制
度
の
整
備
等
を
行
お
う
と
す
る
も
の
で
あ
つ

て
、
そ
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
、
総
合
的
な
施
工
技
術
を
要
す
る
指
定
建
設
業
に
つ
い
て
、
特
定

　
建
設
業
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
営
業
所
ご
と
に
国
家

　
資
格
の
取
得
者
等
で
専
任
の
も
の
を
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。

二
、
指
定
建
設
業
に
係
る
特
定
建
設
業
者
が
工
事
現
場
に
置
く
監
理

　
技
術
者
に
つ
い
て
は
、
国
家
資
格
の
取
得
者
等
と
す
る
と
と
も
に
、

　
公
共
工
事
に
お
け
る
現
場
専
任
制
を
確
保
す
る
た
め
の
手
段
と
し

　
て
、
資
格
者
証
を
交
付
す
る
こ
と
。



三
、
技
術
検
定
に
つ
い
て
、
そ
の
試
験
を
指
定
機
関
に
行
わ
せ
る
こ

　
と
が
で
き
る
こ
と
。

四
、
経
営
事
項
審
査
に
つ
い
て
、
経
営
状
況
の
分
析
を
指
定
機
関
に

　
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

五
、
建
設
工
事
紛
争
審
査
会
の
特
別
委
員
の
任
期
を
一
年
か
ら
二
年

　
に
延
長
す
る
こ
と
。

委
員
長
報
告

一
六
二
ペ
ー
ジ
参
照

国
土
利
用
計
画
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
閣
法
第
七
七
号
）

要
旨　

本
法
律
案
は
、
最
近
に
お
け
る
地
価
の
高
騰
に
対
処
す
る
た
め
、

都
道
府
県
知
事
が
指
定
す
る
区
域
に
つ
い
て
、
現
在
届
け
出
の
対
象

と
な
つ
て
い
な
い
小
規
模
な
土
地
取
引
に
つ
い
て
も
届
け
出
を
義
務

づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
す
る
等
の
措
置
を
講
じ
よ
う
と
す
る

も
の
で
あ
つ
て
、
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
、
都
道
府
県
知
事
は
、
地
価
が
急
激
に
上
昇
し
、
ま
た
は
上
昇
す

　
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
区
域
を
、
五
年
以
内
の
期
間
を

　
定
め
て
、
監
視
区
域
と
し
て
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

二
、
都
道
府
県
知
事
は
、
監
視
区
域
に
お
け
る
土
地
の
権
利
移
転
等

　
の
届
け
出
を
要
す
る
面
積
の
限
度
を
、
都
道
府
県
の
規
則
で
引
き

　
下
げ
る
こ
と
。

三
、
都
道
府
県
知
事
は
、
監
視
区
域
を
指
定
し
た
場
合
に
は
、
地
価

　
の
動
向
等
に
関
す
る
調
査
を
行
う
と
と
も
に
、
土
地
売
買
等
の
契

　
約
を
締
結
し
た
者
に
対
し
報
告
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

四
、
国
等
が
土
地
売
買
等
の
契
約
を
締
結
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、

　
適
正
な
地
価
の
形
成
が
図
ら
れ
る
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
。

委
員
長
報
告

一
六
二
ペ
ー
ジ
参
照

総
合
保
養
地
域
整
備
法
案
（
閣
法
第
八
〇
号
）

要
旨　

本
法
律
案
は
、
近
年
の
余
暇
活
動
に
対
す
る
国
民
の
需
要
の
増
大

と
多
様
化
に
対
応
し
て
、
す
ぐ
れ
た
自
然
条
件
の
中
で
滞
在
し
つ
つ
、

ス
ポ
ー
ツ
、
教
養
文
化
活
動
、
休
養
等
の
多
様
な
活
動
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
地
域
の
整
備
を
、
民
間
事
業
者
の
能
力
の
活
用
に
重
点
を



置
き
つ
つ
進
め
る
た
め
の
総
合
的
な
措
置
を
講
じ
よ
う
と
す
る
も
の

で
、
そ
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
、
対
象
地
域

　
　
整
備
の
対
象
と
な
る
地
域
は
、
（
一
）
良
好
な
自
然
条
件
を
備
え
た

　
相
当
規
模
の
広
が
り
を
有
す
る
地
域
で
あ
る
こ
と
、
（
二
）
用
地
の
確

　
保
が
容
易
で
あ
る
こ
と
、
（
三
）
民
間
事
業
者
に
よ
る
関
係
施
設
の
整

　
備
が
相
当
程
度
行
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
等
の
要
件
を
備
え

　
た
地
域
と
す
る
。

二
、
基
本
方
針
の
作
成

　
　
主
務
大
臣
（
国
土
庁
長
官
、
農
林
水
産
大
臣
、
通
商
産
業
大
臣
、

　
運
輸
大
臣
、
建
設
大
臣
及
び
自
治
大
臣
）
は
、
整
備
に
関
す
る
基

　
本
的
事
項
、
対
象
地
域
の
設
定
等
に
つ
い
て
基
本
方
針
を
定
め
る
。

三
、
基
本
構
想
の
作
成
等

　
　
都
道
府
県
は
、
主
務
大
臣
が
定
め
た
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
対

　
象
地
域
、
整
備
の
方
針
、
重
点
整
備
地
区
の
区
域
及
び
整
備
さ
れ

　
る
べ
き
特
定
民
間
施
設
の
基
本
事
項
、
公
共
施
設
の
整
備
方
針
等

　
を
定
め
る
基
本
構
想
を
作
成
し
、
主
務
大
臣
の
承
認
を
受
け
る
。

四
、
基
本
構
想
の
実
施
及
び
助
成
措
置

　
　
基
本
構
想
に
基
づ
い
て
実
施
さ
れ
る
地
域
の
整
備
は
、
民
間
事

　
業
者
の
能
力
の
活
用
に
重
点
を
置
い
て
行
う
こ
と
と
し
、
国
ま
た
は

地
方
公
共
団
体
は
、
（
一
）
民
間
事
業
者
が
設
置
し
た
施
設
等
に
つ
い

て
租
税
特
別
措
置
法
に
よ
る
特
別
償
却
、
地
方
税
法
に
よ
る
特
別

土
地
保
有
税
等
の
減
免
措
置
を
講
ず
る
ほ
か
、
必
要
な
資
金
の
確

保
に
努
め
る
こ
と
、
（
二
）
地
方
公
共
団
体
が
固
定
資
産
税
等
の
不
均

一
課
税
を
行
つ
た
場
合
に
は
地
方
交
付
税
に
よ
る
減
収
補
て
ん
措

置
を
講
ず
る
こ
と
、
（
三
）
民
間
事
業
者
に
対
す
る
地
方
公
共
団
体
の

出
資
、
補
助
等
に
要
す
る
経
費
を
地
方
債
対
象
経
費
と
す
る
こ
と
、

（
四
）
公
共
施
設
の
整
備
の
促
進
に
努
め
る
と
と
も
に
、
農
地
法
等
に

よ
る
処
分
、
国
有
林
野
の
活
用
、
港
湾
の
水
域
利
用
等
に
つ
い
て

配
慮
す
る
こ
と
等
の
助
成
措
置
を
講
ず
る
。

委
員
長
報
告

　
た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
総
合
保
養
地
域
整
備
法
案
に
つ
き

ま
し
て
、
建
設
委
員
会
に
お
け
る
審
査
の
経
過
及
び
結
果
を
御
報
告

申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
法
律
案
は
、
近
年
の
余
暇
活
動
に
対
す
る
国
民
の
需
要
の
増
大

と
多
様
化
に
対
応
し
て
、
す
ぐ
れ
た
自
然
条
件
の
中
で
滞
在
し
つ
つ
、

ス
ポ
ー
ツ
、
教
養
文
化
活
動
、
休
養
等
の
多
様
な
活
動
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
地
域
の
整
備
を
、
民
間
事
業
者
の
能
力
の
活
用
に
重
点
を

置
き
つ
つ
促
進
し
、
ゆ
と
り
あ
る
国
民
生
活
の
実
現
と
地
域
の
振
興



を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
整
備
の
対
象
と
な
る
地
域
の
要
件
、

基
本
方
針
及
び
基
本
構
想
の
作
成
、
税
制
、
財
政
、
金
融
上
の
助
成

措
置
、
公
共
施
設
の
整
備
、
農
地
法
等
に
よ
る
処
分
、
国
有
林
野
の

活
用
、
港
湾
の
水
域
利
用
等
に
対
す
る
配
慮
等
に
つ
い
て
規
定
し
て

い
ま
す
。

　
委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
熱
心
な
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、

そ
の
詳
細
は
会
議
録
に
よ
つ
て
御
承
知
願
い
ま
す
。

　
質
疑
を
終
了
し
、
討
論
に
入
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
日
本
共
産
党
を

代
表
し
て
上
田
委
員
よ
り
反
対
の
意
見
が
述
べ
ら
れ
、
採
決
の
結
果
、

本
法
律
案
は
、
多
数
を
も
つ
て
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

定
い
た
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
本
法
律
案
に
対
し
、
大
森
理
事
よ
り
、
自
由
民
主
党
、
日

本
社
会
党
・
護
憲
共
同
、
公
明
党
・
国
民
会
議
、
民
社
党
・
国
民
連

合
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
新
党
・
参
議
院
の
会
の
各
派
共
同
提
案
に
係
る

六
項
目
か
ら
な
る
附
帯
決
議
案
が
提
出
さ
れ
、
全
会
一
致
を
も
つ
て
、

本
委
員
会
の
決
議
と
す
る
こ
と
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

特
殊
土
じ
よ
う
地
帯
災
害
防
除
及
び
振
興
臨
時
措
置
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
案
（
衆
第
三
号
）

要
旨　

本
法
律
案
は
、
特
殊
土
じ
よ
う
地
帯
災
害
防
除
及
び
振
興
臨
時
措

置
法
に
基
づ
く
、
治
山
、
砂
防
、
河
川
改
修
、
道
路
防
災
、
農
地
防

災
、
土
地
改
良
等
の
対
策
事
業
を
、
な
お
継
続
し
て
実
施
す
る
た
め
、

同
法
の
有
効
期
限
を
昭
和
六
十
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
五
年
間
延

長
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

委
員
長
報
告

一
五
六
ペ
ー
ジ
参
照

国
際
観
光
文
化
都
市
の
整
備
の
た
め
の
財
政
上
の
措
置
等
に
関
す
る
法

律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
衆
第
四
号
）

要
旨　

本
法
律
案
は
、
国
際
観
光
文
化
都
市
の
整
備
の
た
め
の
財
政
上
の

措
置
等
に
関
す
る
法
律
の
実
施
の
状
況
に
か
ん
が
み
、
そ
の
有
効
期

限
を
昭
和
七
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
十
年
間
延
長
し
よ
う
と
す



る
も
の
で
あ
る
。

委
員
長
報
告

一
五
六
ペ
ー
ジ
参
照

関
西
文
化
学
術
研
究
都
市
建
設
促
進
法
案
（
衆
第
二
一
号
）

要
旨　

本
法
律
案
は
、
関
西
文
化
学
術
研
究
都
市
の
建
設
に
関
す
る
総
合

的
な
計
画
を
策
定
し
、
そ
の
実
施
を
促
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
文
化

学
術
及
び
研
究
の
中
心
と
な
る
べ
き
都
市
を
建
設
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
あ
り
、
そ
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
、
関
西
文
化
学
術
研
究
都
市
は
、
京
都
府
、
大
阪
府
、
奈
良
県
に

　
ま
た
が
る
五
市
三
町
の
区
域
の
う
ち
内
閣
総
理
大
臣
が
定
め
る
区

　
域
を
地
域
と
し
、
文
化
学
術
研
究
施
設
等
の
整
備
を
行
う
「
文
化

　
学
術
研
究
地
区
」
と
、
関
連
施
設
の
整
備
と
環
境
を
保
全
す
る

　
「
周
辺
地
区
」
で
構
成
す
る
こ
と
。

二
、
内
閣
総
理
大
臣
は
、
関
係
府
県
知
事
の
意
見
を
聴
き
、
関
係
行

　
政
機
関
の
長
と
協
議
し
て
、
関
西
文
化
学
術
研
究
都
市
建
設
基
本

　
方
針
を
定
め
る
こ
と
。

三
、
関
係
府
県
知
事
は
、
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
関
係
市
町
長
等
の

　
意
見
を
聴
き
、
文
化
学
術
研
究
地
区
の
区
域
及
び
文
化
学
術
研
究

　
施
設
の
整
備
等
を
内
容
と
す
る
関
西
文
化
学
術
研
究
都
市
建
設
計

　
画
を
作
成
し
、
内
閣
総
理
大
臣
の
承
認
を
受
け
る
こ
と
。

四
、
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
建
設
計
画
の
達
成
に
資
す
る
た
め
、

　
関
西
文
化
学
術
研
究
都
市
の
建
設
に
必
要
な
公
共
施
設
の
整
備
及

　
び
必
要
な
資
金
の
確
保
等
の
援
助
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

　
と
も
に
文
化
学
術
研
究
地
区
に
立
地
す
る
文
化
学
術
研
究
施
設
等

　
に
つ
い
て
課
税
の
特
例
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

委
員
長
報
告

一
六
二
ペ
ー
ジ
参
照




